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団体交渉ならびに懇談の申し入れをしました。 
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団体交渉ならびに懇談の申し入れについて（要望） 
 

 
島根大学職員組合は、１）団体交渉、ならびに２）本年１月５日に行った総務部長との懇談

会に引き続き、「国家公務員給与臨時特例法案」への対応に関する懇談会を行うことを要望し

ます。１）では５つの要求項目を挙げておりますが、まずは「一般職員に関する要求」の３項

目を優先して、交渉したいと考えております。１）と２）は別個の案件として、 

 

 

２月２７日（月）～３月２日（金）のいずれかの時間帯で行うことを要望します。 

 

 

上記のうちで、交渉ならびに懇談可能な日程をご指定ください。 
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要求項目 
 
 
一般職員に関する要求 
１） グループ制の中間的な評価を、職員の代表も含めて十分に行うこと 
 グループ制を導入したが、これに対する必然性に関する疑問がアンケートでも多数見られた。

前回，中間的な評価は行っているとの回答があったがその結果を明らかにすること。 
 

２） 個人評価制度の適正な実施を行うこと 
 評価制度の基本的な要件である期首面談、期中面談、期末面談の実施率に問題があり、評価

制度の有効なフィードバックがなされているかどうかについても、アンケートでは疑問視する

意見が多数見られた。実施の実態把握を行っているか，また今後の対策を明らかにすること。 
 

３） 勤務時間等について 
 アンケートから超過勤務と休日出勤が常態化している現状が明らかになった。中でも概して

出雲地区での超過勤務・休日出勤の割合が高い。過去の課・事務部単位の月間超過勤務時間数

（常勤職員数、有期雇用職員数を含む）を明らかにし，事務量の削減を図りながら過重な超過

勤務を縮減していくこと。 
 
 
教員に関する要求 
１） サバティカル研修制度について 
 アンケートでは、出雲地区教員の 79パーセントがこの制度を知らないという現状が明らかに
なった。とくに出雲地区教員に本制度の周知を進めること。あわせて、本制度の利用を可能に

するような、職場環境の整備（嘱託講師など補償制度の充実）に努めること。 
 
 
有期雇用職員の要求 
１） 休日・休暇・休業制度を改善すること 
 有期雇用職員に対し、育児又は介護のために１日、半日、時間単位での有給休暇を付与する

こと。また、有期雇用職員本人が疾病等となった場合の休暇を年次有給休暇とは別に有給休暇

として付与すること。 
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お掃除術について学習してみませんか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

粟野先生の思い出を語る会 

 

生物資源科学部の粟野貴子先生が昨年2月2日に急逝されてから、早いもので1年になり

ます。女性部の呼びかけにより、思い出を語る会が2月8日夕方に組合ボックスで開かれま

した。生前の人気は今も健在で、16名もの方が集まりました。思い出をあれこれ話しまし

たが、シンミリするより爆笑する方が多かったのも、粟野さんの人徳でしょうか。 

顔の広い粟野さんのお陰で、学内のいろんな人と知り合う（…というか、飲み仲閒になる）

ことができた、という人は多いと思います。今回も、教員職員、男性女性が集まって茶飲み

話をするという、近年では貴重な機会を与えてもらいました。粟野さん、ありがとう。 

 

【環境にやさしいお掃除術】 

 

 日本では年末行事ともいえる大掃除。 

 しかし欧米には、“Spring Cleaning（スプリング・クリーニング）” 

 という言葉があり、春から初夏にかけてが大掃除のシーズンだそうです。 

 

 まだまだ寒い日が続きそうですが、寒い今の時期に、 

 重層などを使った、環境にやさしいお掃除術について学習してみませんか。 

 そして暖かくなってから掃除などをして、 

 気持ちのよい春を迎えるのはいかがでしょうか。 

 もちろん普段から使えるお掃除術も教えていただけます。 

 

 日 時：平成24年2月29日（水） 

     12：00～13：00 

 会 場：法文学部2F 多目的室 

 講 師：教育学部 正岡さち先生 

 参加費：100円(お弁当代) 

 申込先：世話人 舩來桂子(汽水域研究センター) 

     メール funaki@soc.shimane-u.ac.jp 

     内 線 2831 

 

 ※なお、この勉強会は非会員方の参加も受け付けています。 

  紹介したい人がいらっしゃれば、 

  自由にメールを転送していただいて結構です。 

  参加費は会員の方と同じ100円とします。 

 
 たくさんの方のご参加をお待ちしています。 


